
大岡町内会では、令和7年度に

「地区防災計画」
地区防災計画とは

企画書の内容は裏面をご覧下さい

ワークショップ①
地区防災の理想と課題を整理

地区防災計画は、地域住民による自発的な防災
活動であり、東日本大震災を契機に平成25年に
創設されました。
過去の災害において避難や救命救助などに大き
な役割を果たしてきた地域での助け合い、支え合
いの「共助の力」を育む取り組みです。

地域の特徴から地域防災を考えるワークショッ
プ（話し合い）を行い、地域防災の理想（あるべ
き姿）を考え、「個々の備蓄意識を高めよう！」
をみんなのテーマとしました。

町内会役員、組長、各種団体などが地域の代表
として集まり、過去の被災地支援の実績がある
認定NPO法人愛知ネットの協力を得て、ワーク
ショップ（話し合い）を行いました。
参加者で意見交換を行い、令和8年度以降に防
災活動の内容を作成しました。

計画策定までの流れ

ワークショップ②
災害時の課題に対するアプローチ方法

安否確認、防災訓練、備蓄食料などの災害時の
課題から１つを選択して、課題解決に向けた話
し合いがなされました。

ワークショップ③
防災活動メニュー企画書の作成

課題解決に向けての具体的なアイディア出しを
行いました。

実施内容（ワークショップ３回）

を策定しました！
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大岡町内会でこれから取り組む「地区防災計画」

７月、１１月の防災訓練で備蓄の啓発をする1-1
グループ

防災訓練の中で、備蓄を啓発することで、災害時に公助の支援が
届くまでの数日間を自助・共助で乗り切るため防災意識の向上を図る

内容

目的

・炊き出し訓練参加者に、備蓄品をサンプル（１人１個）として配る
・防災訓練で個人単位の備蓄量がどれくらい必要かを展示して、実際に見てもらう
・防災ソングを作成して、みんなで歌う
・町内会で年１回（７月防災訓練）備蓄品リストを各戸に配布する
⇒年１回、町内会で取りまとめて大量発注をする（安く購入できるため）
・町内会として、最低限の備蓄品を準備する
⇒水、食料、トイレを用意する

大岡町民対象者

町内、各家の備蓄品を購入する業者
にリスト作成を依頼する
※町内会備蓄品を購入する費用の捻出

協力者・役割

大岡町防災組織の確立1-2
グループ

防災活動を機能的
かつ継続的に行うため

・町内会長が、より具体的な組織図を作成する（役割分担）

防災委員、町民（地域に住んでいる人）
北山崎町の組織図を参考にする
⇒北山崎からデータをいただく

町民（地域に住んでいる人）
自主防災会で防災回覧板を作成する、組長に協力要請する

内容

高めよう備蓄意識2
グループ

個々の備蓄の必要性、町内会としての備蓄
量を周知、災害に備えて安心できるように

・各家庭で意識して備える
・備蓄チェックシートなどを確認しながら備える
・ローリングストック（家庭内備蓄）無くなる前
に買ってから消費する
①チェックリストを作成して有無を確認してもらう
②町内会では各家庭の最低備蓄量を把握する（例：回覧板にて）
③結果を回覧板で周知する⇒備蓄意識を高めてもらう

回覧板で井戸水の有無と、災害時に町内会が使用可を確認する
【配信内容】
・リアルタイムの防災情報、個々の備蓄の豆知識
・防災イベント案内（備蓄品を食べよう！など）
・オープンチャットの管理者（町内役員会で協議）

家が倒壊してしまったら簡易トイレが必要なため

（家が倒壊していなければトイレに入れるが、水がなければ流すことができないため、井戸水を利用する）

内容

目的

目的

対象者

協力者・役割
対象者

協力者・役割

トイレ・飲料水のための井戸水マップ3
グループ

災害時に飲料水やトイレの水が必要なため

・町内会が井戸水マップを作成する。

・町内でも各家庭でも備蓄するように周知する（100均でも購入可）

・神社一斉清掃の参加賞として非常用簡易トイレを配る

令和8年度に
実施予定！

令和8年度に
実施予定！

町内全員

井戸水を使用している家庭に井戸水の提供をしてもらう

町内全員

オープンチャットの管理者（町内役員会で協議）

内容

情報共有のためのオープンチャット開設4
グループ

全ての世代の防災意識を高める情報共有

・LINEのオープンチャット機能を使い、大岡
町の防災情報を発信する

内容

目的 目的

対象者

協力者・役割

対象者

協力者・役割


